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《
恵
み
に
生
か
さ
れ
て
》

　
私
が
少
女
の
頃
で
し
た
。あ
る
朝
、庭
掃
除
を

し
て
い
る
時
、心
の
底
か
ら「
私
は
結
婚
し
な
い

で
、聖
な
る
方
に
身
を
捧
げ
た
い
」と
い
う
思
い

が
浮
か
ん
で
き
ま
し
た
。今
考
え
る
と
、こ
れ
は

召
命
で
あ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
が
、
何
も
わ
か

ら
ず
、
意
識
下
に
秘
め
た
ま
ま
成
人
し
ま
し

た
。
親
の
す
す
め
の

ま
ま
結
婚
し
ま
し
た

が
間
も
な
く
夫
は
出

征
し
て
戦
死
し
、
出

征
後
に
生
ま
れ
た
男

の
子
は
４
歳
で
病

死
、
そ
の
３
ヶ
月
後

に
、
米
軍
の
空
襲
で
全
市
は
焼
野
ヶ
原
と
な

り
、私
は
身
一
つ
で
田
舎
に
避
難
し
ま
し
た
。終

戦
直
前
で
し
た
。苦
難
の
数
年
後
、私
は
上
京
し

て
就
職
し
ま
し
た
。
社
長
の
夫
人
が
熱
心
な
ク

リ
ス
チ
ャ
ン
で
、
私
を
教
会
に
導
い
て
下
さ
い

ま
し
た
。聖
公
会
の
聖
餐
式
に
出
席
し
た
時
、心

の
故
郷(

ふ
る
さ
と)

に
帰
っ
た
よ
う
な
安
ら
ぎ

と
喜
び
を
感
じ
ま
し
た
。
司
祭
に
お
願
い
し

て
受
洗
し
ま
し
た
が
、洗
礼
式
の
間
、と
め
ど

な
く
流
れ
る
涙
に
心
は
全
く
洗
わ
れ
た
よ
う

に
思
い
ま
し
た
。

　
知
人
に
借
り
た
あ
る
聖
人
の
自
叙
伝
を
読

み
、修
道
生
活
を
知
り
ま
し
た
。司
祭
の
紹
介

を
い
た
だ
き
、
ナ
ザ
レ
修

女
会
に
入
会
、
誓
願
を
立

て
て
か
ら
52
年
に
な
り
ま

す
。
90
歳
を
越
し
、
肉
体

は
衰
え
ま
し
た
が
、
御
心

を
知
ら
ず
、
世
の
荒
波
に

も
ま
れ
て
い
た
私
を
、
神

は
お
見
捨
て
に
な
ら
ず
、
お
導
き
下
さ
っ

て
、
召
命
を
成
就
し
て
下
さ
っ
た
神
の
誠
実

な
愛
と
賜
わ
っ
た
数
々
の
御
恵
み
を
、
心
か

ら
感
謝
し
て
、聖
名
を
賛
美
し
な
が
ら
、日
々

い
た
だ
く
御
聖
体
に
強
め
ら
れ
て
、
御
国
へ

の
旅
路
を
歩
ん
で
お
り
ま
す
。

(

ナ
ザ
レ
修
女
会)
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　１（日）聖霊降臨後第５主日

主教巡回　

　東京聖テモテ教会

　５（木）下町Ｇ牧師協議会

（聖ルカ）

　６（金）職員会議

　７（土）「障害者」関連：お話を

聴く会（聖バルナバ）

　８（日）聖霊降臨後第６主日

主教巡回　神愛教会

１０（火）銀座朝祷会

常置委員会

１１（水）エルサレム教区協働委

員会

１２（木）主教座聖堂活動委員会

１３（金）広報委員会

聖職養成委員会

◇
７
月
の
代
祷
・
信
施
奉
献
先

▽
ア
ジ
ア
学
院
の
た
め
▽
海
の
主
日

の
た
め
（
７
月
第
２
主
日
・
７
月
８

日
）
▽
聖
公
会
八
王
子
幼
稚
園
の
た

め
▽
女
性
の
家
Ｈ
Ｅ
Ｌ
Ｐ
の
た
め

◆
と
こ
し
え
の
平
安

６
月
７
日
　
志
賀
　
信
秀
　（
97
）

　
　
小
金
井

６
月
８
日
　
田
島
　
真
春
　（
88
）

聖
パ
ウ
ロ

６
月
10
日
　
阿
部
　
親
興
（
84)

聖
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト

６
月
10
日
　
中
島
　
重
高
（
78
）真

光

６
月
12
日
　
仁
科
満
智
子
（
73
）

聖
十
字

６
月
16
日
　
瀬
崎
　
義
雄
（
77
）目

白

 今週・来 週 の予 定
　
▽
浅
草
聖
ヨ
ハ
ネ
教
会
で
ゴ
ス
ペ
ル

コ
ン
サ
ー
ト
　
地
元
グ
レ
イ
ト
フ
ル
・

プ
レ
イ
ズ
浅
草
と
、恵
比
寿
の
ゴ
ス
ペ

ル
ク
ワ
イ
ヤ
ー
の
共
演
、さ
ら
に
ゲ
ス

ト
・
シ
ン
ガ
ー
ズ
を
迎
え
て
の
「
熱
～

い
ゴ
ス
ペ
ル
」
…
。
７
月
14
日
（
土
）

16
時
開
演
。
入
場
無
料
。
会
場
電
話
03

（
３
８
５
１
）
９
５
２
１
。

　
▽
銀
座
朝
祷
会
　
・
７
月
10
日

(

火)

７
時
半
～
９
時
半
、
ル
ノ
ア
ー

ル
喫
茶
室
ニ
ュ
ー
銀
座
。感
話
＝
三
原

一
男
司
祭（
横
浜
教
区
市
川
聖
マ
リ
ヤ

教
会
牧
師
）
。
　
・
24
日
お
よ
び
８
月

中
は
休
会
。

　
▽
西
新
の
会
（
第
２
・
４
火
曜
、
井

草
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー)

　
・
７
月
10

日
19
時
半
～
21
時
、聖
餐
式
＝
高
橋
顕

司
祭
。
　
・
24
日
10
時
半
～
12
時
、
聖

書
の
学
び
＝
河
野
裕
道
司
祭
。

・
８
月
中
は
休
会
。

7月1日～14日

　
《掲
載
記
事
の
転
用
可
（事
前
連
絡
要
）》
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正
義
と
平
和
協
議
会
運
営

委
員
会
報
告（
６
月
26
日
）

　
冒
頭
、
出
席
者
数
（
臨
席
・
陪
席

を
含
む
７
人
）
の
関
係
か
ら
懇
談
会

と
し
て
開
催
す
る
こ
と
を
確
認
。

 

正
義
と
平
和
協
議
会
（
６
月
16

日
）
記
録
の
構
成
員
宛
メ
ー
ル
配

信
、
運
営
委
員
１
泊
研
修
会
（
７
月

例
会
・
７
月
15
日
～
16
日
・
ナ
ザ
レ

修
女
会
）
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
子
ど
も
へ

の
「
８
・
15
平
和
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
発

行
、
教
員
の
思
想
信
条
支
援
取
組

み
、
協
議
会
運
営
規
定
見
直
し
な
ど

種
々
、
意
見
交
換
し
、
継
続
審
議
と

し
た
。

　
▽
日
韓
聖
公
会
青
年
セ
ミ
ナ
ー

　
昨
夏
、
日
本
で
行
わ
れ
た
の
に
つ

づ
く
第
２
回
で
、「
平
和
の
地
で
平
和

の
種
に
な
ろ
う
」
、
８
月
９
日
（
木
）

～
14
日
（
火
）
、
韓
国
ソ
ウ
ル
で
開
か

れ
る
（
日
本
聖
公
会
青
年
委
員
会
と

韓
国
側
の
協
働
委
員
会
の
主
催
）。東

京
教
区
で
は
中
村
真
希
（
信
仰
と
生

活
委
員
会
）
青
年
担
当
委
員
が
窓
口

と
な
り
７
月
６
日
（
金
）
～
７
日

(

土)

、
名
古
屋
で
の
参
加
者
事
前
準

備
会
そ
の
他
、
実
施
に
向
け
て
備
え

て
い
る
。
日
本
か
ら
の
参
加
は
各
教

区
か
ら
１
、２
名
で
、東
京
教
区
か
ら

は
中
村
真
理
、
広
谷
基
子
さ
ん
の
２

人
（
聖
マ
ル
コ
教
会
）
。

　
▽
東
京
聖
マ
リ
ア
教
会
「
屋
形
船

デ
ィ
ナ
ー
ク
ル
ー
ズ
」
　
昨
年
の
好

評
に
応
え
60
人
乗
り
を
チ
ャ
ー
タ
ー
、

８
月
19
日
（
日
）
17
時
～
20
時
、
東

京
湾
納
涼
と
夕
食
を
楽
し
む
。
城
南

教
会
グ
ル
ー
プ
協
賛
。
会
費
６
千

円
。
定
員
60
人
（
先
着
順
・
家
族
知

友
の
同
伴
歓
迎
）
。
照
会
・
申
込
み
は

同
教
会
へ
、
電
話
03
（
３
４
９
２
）
２

９
８
２
。

　
▽
Ｃ
Ｏ
Ａ
（
青
年
有
志
に
よ
る
中

高
生
世
代
活
動
支
援
団
体
）
サ
マ
ー

活
動
　
毎
月
第
３
主
日
に
は
浅
草
日

曜
給
食
活
動
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加

し
て
い
る
ほ
か
、
種
々
独
自
の
中
高

生
発
案
企
画
を
展
開
し
て
い
る
。
今

夏
は
、
海
の
日
に
高
尾
山
へ
山
登
り

（
７
月
16
日
・
月
・
休
日
）
と
キ
ャ
ン

プ（
８
月
13
日
～
16
日
・
長
野
県
湯
の

丸
高
原
）
を
柱
に
中
高
生
同
士
の
横

の
懸
け
橋
、
教
会
の
場
に
触
れ
る
機

会
づ
く
り
…
に
と
活
動
中
。

　【
07
年
教
区
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
】

あ
じ

 

９
月
24
日
（
月
・
休
）
・
立
教
小
学
校
　
　《
開
く
・
信
じ
る
・  

食
べ
る
》
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【
学
び
と
働
き
か
ら
】
49

　
　
Ｓ
Ｓ
連
絡
会
ス
タ
ッ
フ
会

　
時
に
は
Ｓ
Ｓ
ス
タ
ッ
フ
も
思
い
っ

き
り
主
教
さ
ま
と
触
れ
合
っ
て
、
元

気
と
自
信
を
頂
こ
う
と
「
Ｓ
Ｓ
連
絡

会
主
教
と
語
ろ
う
」
を
企
画
し
５
月

末
、
密
度
の
濃
い
学
び
を
し
ま
し

た
。
ご
自
身
の
Ｓ
Ｓ
時
代
を
語
ら
れ

な
が
ら
「
教
会
に
は
子
ど
も
達
が
日

常
の
中
で
神
さ
ま
に
出
会
う
べ
く
、

神
秘
さ
・
不
思
議
さ
の
、目
に
見
え
な

い
も
の
を
見
る
心
の
環
境
教
育
が
課

せ
ら
れ
て
い
る
」と
説
か
れ
、一
同
深

く
受
け
止
め
、頷
き
合
い
ま
し
た
。　

　
Ｓ
Ｓ
連
絡
会
ス
タ
ッ
フ
会
は
「
子

ど
も
の
声
が
あ
ふ
れ
る
教
会
を
め
ざ

し
て
」を
テ
ー
マ
に
、子
ど
も
ニ
ュ
ー

ス
発
行
、
講
演
講
習
会
企
画
、
並
行

し
て
子
ど
も
関
連
イ
ベ
ン
ト
な
ど
積

極
的
に
支
援
し
つ
つ
、
Ｓ
Ｓ
奉
仕
者

　
▽･･･

数
年
前
に
な
る
が
京
都
教
区

で
「
子
ど
も
と
い
っ
し
ょ
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
と
い
う
の
を
行
っ
て
い
た

こ
と
が
あ
る
。
文
字
ど
お
り
各
教
会

で
、
ど
ん
な
こ
と
で
も
い
い
か
ら
子

ど
も
と
一
緒
に
出
来
る
こ
と
を
考
え
て

や
っ
て
み
よ
う
と
い
う
こ
と
ら
し
い
。

と
て
も
ユ
ニ
ー
ク
な
発
想
だ
と
思
う
。

　
私
た
ち
の
教
会
で
も
、
１
年
か
２

年
毎
に
何
か
テ
ー
マ
を
決
め
て
重
点

的
に
取
り
組
ん
で
み
た
ら
ど
う
だ
ろ

う
か
。
た
と
え
ば
、「
近
所
の
人
」
や

「
教
会
か
ら
離
れ
て
い
る
人
」「
教
会

の
お
年
寄
り
の
孫
へ
の
働
き
か
け
」

な
ど
。
限
ら
れ
た
人
数
で
沢
山
の
こ

と
を
し
よ
う
と
し
て
も
、
ど
れ
も
中

途
半
端
に
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
。
的

を
絞
っ
て
、
し
か
も
み
ん
な
で
ア
イ

デ
ィ
ア
を
出
し
あ
い
な
が
ら
楽
し
く

宣
教
が
で
き
た
ら
と
思
う
。 (

Ｙ
Ｗ)

　
　
　
　
　
　

仲
間
が
、
子
ど
も
達
へ
の
想
い
を
共

有
し
分
ち
合
い
信
仰
を
深
め
祝
福
さ

れ
る
場
を
作
る
こ
と
、
を
願
っ
て
き

ま
し
た
。
そ
れ
で
も
教
区
内
の
各
Ｓ

Ｓ
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
深
い
想
い
が

内
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
痛
感
し
ま

す
。
そ
れ
を
受
け
て
今
、「
Ｓ
Ｓ
の
位

置
」
に
つ
い
て
の
、
教
会
内
の
意
識

改
革
の
「
術
」
を
探
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　
主
教
さ
ま
の
言
わ
れ
る
「
Ｓ
Ｓ
の

中
心
の
礼
拝
」
を
守
り
な
が
ら
、
折

に
触
れ
大
人
の
聖
餐
式
や
祈
り
の
場

に
も
立
ち
そ
の
中
で
聖
霊
を
豊
か
に

心
に
受
け
て
、
す
く
す
く
育
つ
子
ど

も
達
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
！
　
そ
の

こ
と
を
大
切
に
考
え
る
Ｓ
Ｓ
連
絡
会

で
あ
り
た
い
と
祈
り
つ
つ
。
　
　

ス
タ
ッ
フ
　
今 

井 

信 

子

(

聖
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
教
会)


